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「
地
域
力
の
結
集
に
よ
る
持
続
的
な
成
長
型
経
済
の
実
現
に
向
け
た
要
望
を
決
議

《
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
活
力
強
化
香
川
県
集
会
》」

　
香
川
県
商
工
会
連
合
会
は
、
十
二
月
十

一
日
、
丸
亀
市
の
ホ
テ
ル
に
お
い
て
、
商

工
会
議
所
連
合
会
、
中
小
企
業
団
体
中
央

会
、
商
店
街
振
興
組
合
連
合
会
と
と
も
に

「
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
活
力
強
化

香
川
県
集
会
」
を
開
催
し
た
。
県
下
中
小

企
業
・
小
規
模
事
業
者
約
一
六
〇
人
が
集

ま
り
、
来
賓
と
し
て
小
山
四
国
経
済
産
業

局
長
、
藪
木
県
商
工
労
働
部
次
長
、
松
原

県
議
会
議
長
、
松
本
日
本
商
工
会
議
所
企

画
調
査
部
担
当
部
長
等
が
出
席
。

　
集
会
の
中
で
、
篠
原
県
商
工
会
連
合
会

長
は
、
「
県
内
経
済
は
、
個
人
消
費
や
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
消
費
の
拡
大
な
ど
に
よ
り
緩

や
か
に
回
復
し
つ
つ
あ
る
も
の
の
、
我
々

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
に
お
い
て

は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
原
材
料
価
格
の
高
騰

や
深
刻
な
人
手
不
足
に
よ
っ
て
甚
大
な
影

響
を
受
け
て
い
る
ほ
か
、
賃
上
げ
や
人
材

定
着
へ
の
取
組
み
、
生
産
性
向
上
や

D
X
・
デ
ジ
タ
ル
化
、
事
業
承
継
へ
の
対

応
な
ど
数
多
く
の
課
題
を
抱
え
て
お
り
、

そ
の
解
決
に
向
け
て
、
広
く
社
会
全
体
に

訴
え
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
」
と
述

べ
、
物
価
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
高
騰
へ
の
対
応

を
は
じ
め
、
経
営
指
導
員
の
増
員
や
交
付

金
単
価
の
引
き
上
げ
、
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き

商
品
券
に
よ
る
需
要
喚
起
策
、
商
工
会
館

の
耐
震
化
・
建
て
替
え
支
援
な
ど
の
要
望

を
盛
り
込
ん
だ
集
会
決
議
案
を
表
明
し
、

満
場
の
賛
同
を
得
て
採
択
さ
れ
た
。

　
集
会
後
は
、
県
商
工
会
議
所
連
合
会
主

催
に
よ
り
、
日
本
銀
行
高
松
支
店
長
　
大

塚
竜
氏
に
よ
る
特
別
講
演
が
あ
っ
た
。

　
主
催
四
団
体
は
、
採
択
さ
れ
た
要
望
項

目
に
つ
い
て
、
後
日
、
関
係
機
関
に
対

し
、
要
望
活
動
を
行
っ
た
。

地
域
経
済
の
活
力
強
化
に
関
す
る
要

望人
材
確
保
・
育
成
・
定
着
に
関
す
る

要
望

事
業
承
継
支
援
施
策
の
拡
充
と
創
業

支
援
施
策
に
関
す
る
要
望

デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ

ョ
ン
の
推
進
に
関
す
る
要
望

大
規
模
災
害
に
関
す
る
防
災
力
強
化

の
要
望

脱
炭
素
社
会
実
現
に
向
け
た
取
組
み

に
関
す
る
要
望

1
．

2
．

3
．

4
．

5
．

6
．

【
要
望
項
目
】

10
月
23
日
（
水
）、
第
25
回
商
工
会
女
性
部
全
国
大

会
が
三
重
県
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
本

県
か
ら
は
42
名
が
参
加
し
た
。
今
大
会
は
、
全
国
か

ら
1
、
7
0
0
名
を
超
え
る
参
加
者
が
集
い
、
会
場

は
終
始
熱
気
に
包
ま
れ
た
。

　
式
典
に
続
い
て
行
わ
れ
た
主
張
発
表
大
会
で
は
、

町
の
課
題
で
あ
る
公
共
交
通
機
関
の
廃
止
や
高
校
の

存
続
問
題
に
対
し
て
、
駅
周
辺
の
環
境
美
化
活
動
と

積
極
的
な
利
用
を
行
っ
た
こ
と
や
高
校
の
魅
力
発
信

の
た
め
に
高
校
生
と
女
性
部
が
協
働
し
て
地
産
地
消

弁
当
を
制
作
す
る
活
動
に
つ
い
て
発
表
し
た
東
北
・

北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク
代
表

の
西
和
賀
商
工
会
女
性

部
（
岩
手
県
）
髙
橋
由

紀
子
氏
が
最
優
秀
賞
を

受
賞
し
た
。
中
国
・
四

国
ブ
ロ
ッ
ク
代
表
と
し

て
出
場
し
た
琴
平
町
商

工
会
女
性
部
羽
藤
裕
子

氏
は
、
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
を
交
え
な
が
ら
表
現
力
豊
か

に
熱
弁
を
振
い
、
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
。

　
そ
の
後
、
井
村
屋
グ
ル
ー
プ
株
式
会
社
代
表
取
締

役
会
長
中
島
伸
子
氏
に
よ
る
、『「
壁
の
鍵
」
〜
夢
は

で
っ
か
く
、
根
深
く
、
葉
っ
ぱ
広
し
〜
』
を
テ
ー
マ

と
し
た
基
調
講
演
が
行
わ
れ
た
。
自
身
が
考
え
る
経

営
者
の
在
り
方
や

社
員
の
成
長
等
に

つ
い
て
の
話
が
あ

り
、
参
加
者
は
大

い
に
魅
了
さ
れ

た
。

　
ま
た
、
大
会
前

日
と
翌
日
に
は
、

伊
勢
神
宮
、
嵐
山

等
視
察
研
修
を
行

い
、
県
内
女
性
部

員
間
の
親
睦
を

図
っ
た
。

全
国
大
会
（
三
重
大
会
）
に
参
加
香
川
県
商
工
会
女
性
部
連
合
会

11
月
27
日
（
水
）
〜
28
日
（
木
）、
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク

ス
タ
ジ
ア
ム
吹
田
に
て
商
工
会
青
年
部
全
国
大
会
大

阪
大
会
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
、
本
県
か
ら
43
名
が
参

加
し
た
。

　
式
典
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
青
年
部
活
動
に
対
し
て

大
き
く
貢
献
し
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
、
ま
ん
の
う
町

商
工
会
青
年
部
　
真
鍋
　
隆
太
郎
氏
に
感
謝
状
が
贈

呈
さ
れ
た
。

　
ま
た
、
近
年
多
発
す
る
自
然
災
害
に
対
応
す
べ
く
、

全
国
青
年
友
好
4
団
体
に
よ
る
災
害
支
援
覚
書
調
印

式
が
執
り
行
わ
れ
た
。

　
主
張
発
表
大
会
で
は
、
全
国
各
ブ
ロ
ッ
ク
の
代
表

が
全
国
の
青
年
部
員
に
心
に
響
く
主
張
を
繰
り
広
げ
、

最
優
秀
賞
は
「
青
年
部
活
動
が
醸
し
た
揺
る
が
な
い

繋
が
り
〜
能
登
復
興
へ
の
決
意
〜
」
を
テ
ー

マ
に
発
表
し
た
、
中
部
ブ
ロ
ッ
ク
代
表
の
石

川
県
能
登
町
商
工
会
青
年
部  

鶴
野
晋
太
郎

氏
、
優
秀
賞
は
「
追
い
求
め
た
先
に
あ
る
景

色
」
を
テ
ー
マ
に
発
表
し
た
、関
東
A
ブ
ロ
ッ

ク
代
表
の
神
奈
川
県
山
北
町
商
工
会
青
年
部  

角
原
清
志
氏
が
受
賞
し
た
。

　
2
日
目
に
は
、
吉
本
興
業
　
小
藪
千
豊
氏

が
自
身
の
人
生
経
験
か
ら
学
ん
だ
人
と
人
と

の
繋
が
り
や
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
心
得
等
に

つ
い
て
、
笑
い
を
交
え
な
が
ら
基
調
講
演
を

行
い
、
参
加
者
は
話
に
引
き
込
ま
れ
た
。

全
国
大
会
（
大
阪
大
会
）
に
参
加
香
川
県
商
工
会
青
年
部
連
合
会


